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ラオス 山地民族カ一族の社会と生活

熊本商科大学 牛島盛光

はしがき

筆去はこの数年、五木、五：家在、縫婆なとeの九；ト11.1.J地に狩猟 ・焼畑の後存文化を求めて歩いている。

それは、ひえ、学、赤米作りの伝承とか山の神の信仰儀礼の中に日本文化の蒜層構造をさぐる謎が潜ん

でし、るように思えるからにほかならない。とくに日本人の個有信仰を考える場合、その中心的諜題とも

いうべき山の神の性絡や稲の日本伝来と密接な関連性をもっといわれる赤米の農耕儀礼を理解するには、

東南アジアの山地（焼畑地帯）に住む少数民族の生活文化との比較研究こそ絶対不可欠の婆件だと考え

るようになったのである。

フィールドとして筆老の関心度の高い順に挙げると、中国（蜜南省）、ビノレマ東北郷山地、 ラオス北

郎山地、ベトナム北都山地であったが、調査当時（ 1 9 7 4年 10月一12月入入国できるのはラオ

スのみであった。そのラオスも 19 7 5年5月の「解放」以後再び入国・調査は困簸になっている。因

みに、日本の民族学者（社会人類学者を含む）による ラオスの学術調査は、山地の少数民族、平地のラ

オ族ともに 19 5 7年 8月、 19 5 8年4月の『東南アジア稲作民族文化総合調査』（団長：必本信広

教綬）が戦後最初ではなかったろうか。溺来 16年、ラオスは断続的な戦争状態にあって、都市周辺の

鶴光旅行はとも角、たとえ学術調査の目的をもってしてもパテト・ラオ｛ラオス愛国戦線）の勢力圏内

にある山地に入ることは不可能であった。

I 生活環境

筆者が調査の対象としたカ一族の村パン・ホエドクは、サイアブリ燥の県庁所在地であるサイアプ

リ町の南約 10 Kmのところにあり、標高はほぼ500mで、周闘には 1,0 0 0情山 l,2 0 0 m クラス

の山々が速なっていて、いわばその山鹿邸に位置していることになる。調査倒始数日後、言語調査を

したとき、彼等の自称をたずねたらラオ ・カーン（Lao Kang ）と答えたが通訳に意味をきくと「山

腹に住むラオス人」ということで、居住地の地.I!的条件を巧みに取り入れた造語である（奴隷を意味

するカ－ khaと呼ばれるのを嫌いプ ・テンPhouTeng （高地に住む人）と自称するというのがこれ

までの通説であったが、LaoKangという自体は新発見資料であろう。）

村は、パン・ホエドタ川に沿って、北東一南西に約 14 0明、北西ー南東に約 12 0慌に展開して

おり、約 17 0 aのところに土着の家 25戸と外来者の家4戸（政府軍2戸、政府軍未亡人1戸、小

学校教師 1戸〕が建っている。
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]I 人・家・家族

カ一族の人f!i表徴について述べる前に、＊＇おアジアにおける少数民族の歴史的系譜とそのゆに占め

るカー族の位置を簡単に説明しておこう。ラオスの総人口 18 8万人（l 9 6 2年現在。現在は約

3 0 0万人）のうち、支配民主主はラオ族で約 10 0万人（ 5 3 % 人カ一族l:t.約 10万人（ 5.3 % ) 

で少数氏族の中ではトンプを占めている。カー肢は、その言語系統が土着のモンクメール語群にl湿し

ていることでもわかるように、速い管においては山地はもとより平地tこまで及んでいたラオスにおけ

る優勢な支配民族であった。そこへ主として、北方からラオ議諸l走族（今日のタイ人、ラオ人、ベト

ナム人）が水田段耕交化を燃えて侵入し、先伎のカ一族を山地に追放して河谷および平野郎の盤綴の

地に定着した。その後更に主として雲南、 トンキン方面から焼畑農耕と漢字の文化を持ったメオ族

（商族） ・ヤオ族（儒族）が雲南山系の尾綴伝いにI羽下し、山頂部に告を布、生活閣を確保したのでカ

一族は再び民族移動を余儀なくされ、今日のよ うに山腹部（ Kang ）に居住するようになったのであ

る。パン ・ホエドクのカ一族はラオ族より一寸皮府の潟色度が強L、程度である。この点、Ehnic

0 f地 inland Southeast Asi aの著者達、F.Lebar,G.Hickey, J. Mlsgraveが泌べて

いるとおりであるが、鎖髪について問書で「波状毛も少しはあるJというのと一寸ちがい、 f筆者によ

成年明女約60名の観祭結果によれば、波状毛は皆無であった。また「北部タイとの国境近くのカ 一

族には赤色直毛が報告されているJ（問答 ）とあるが、こ こでは全部黒色直毛であ って、カ一族の言

語系統はオーストロアジアティク系またはそンタメールヨもという説もあるが、毛髪に関するl狼りむし

ろそンゴロイドに近い印象を受けた（ただし蒙古雛懲はほとんど見なかったが）。

身長は短身である。頭司王示数は 80.0で短鎖に近い中鎖。顔形示数は76.0 で広顔、鼻~7示数は

8 0. 1で中鼻である。入墨の習俗は次第に消えて行くようで、筆者が見たのは、宿舎の主人であるア

ィ ・7 ンとたまたまよそから遊びに来ていたやはりカ一族の 2人に過ぎなかった。女子の入患はなし、。

女子は結婚すると盛んにキンマをかむ。男子がかむのはほとんど見かけなかった。ここのカ 一族はキ

ンマ（ Bourith）のlセットとして、果実 CPI ay ）、薬（ Phou ）、木の皮 CRi th ）そしてタパ

コCYa ）を考えている。 f在者が未婚者と既婚岩を区別するのにキンマヵ：使われているのではないか

と思ったのは、仲人が嫁もらいのために娘の家を 2回目に訪ねるとき、i函と一緒にキン＜ 1対を持参

するからである。老人ほど好物らしく 、常用者の歯はオハク’ロのように真黒である。ここには既婚女

性のオハグロの習俗はなし、。

村人の性格は、男女とも内気で無口な点、ラオ族一般が陽気でお喋りなのと対称的である。未婚既

婚に限らず女性の箸戒心の強さは絡5.jljで、例えば単身での写真綴影は全く不可能で、またインタビュ

ー調査において、夫が同席しなければ口を聞かないという例もあった。狩猟 ・採－取経済の文化伝統を

継承した11.J地民族にあ りがちな荒々しさは微趨もないのである。

住居は尊ぶき康娘にカー語でLαne（風）とよぶ千木とカツオ木（これには名称はない）をつけた

高床式住居で、床も皇室も竹が張ってあり、床の隙聞からは床下に飼ってある隊、妹、犬が仲よく遊ん
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でいるのが見える。家屋のフランは先ずl明一 1.5惜のハシゴを登ったところのベランダにはじま る。

客が泊るときは臨時の寝室になる訳で、柱だけで皇室のないベラ ンダと駿まで竹壁で閤んであるベラン

ダが多いが、大きい家になると部屋全体を竹鐙で仕切ってあり、母屋の室内とほとんど変らない本格

的な作りのもあった。このベランダは夕食後の－宮夜間楽の場所でもあり、隣近所の者が気艇に集って

お喋りをして行く所でもあり、いわば一家のサロン的機能を果しているように見受けられた。このベ

ランダからすぐ母屋の居間事長台所に通す．る。その隣りが家族の寝室で、剖l康数としてはどんな大きい

家でもこの 2つしかない。 居間兼台所の広さは（殺小と最大の家屋をそれぞれlPずつ実測した）、

6鐙一15鐙であった。部屋の 1番奥まったところにイロリが切ってあり、灰の中央部に 3倒の石ま

たは鉄製の五徳、を立ててあるところなど日本のイロリと寸分違わない。それに加えて築考を驚かせた

のは、極く鮫近まで九州の焼畑地殺の一つである五木村で、みかけたアマ（ラオ穏でHing, カー諮で

Peunrou ）がイロリの上に吊ってあったことである。丁度唐辛子が乾してあった。イロリのまわり

にはアルミ鍋と竹製の蒸し器からなるコシキ、蒸したう長を冷やすための冷やし盆、竹で編んだライス

・ボックス、竹製の水筒、温ガメ、水ガメなどが雑然と置かれてあり、付近の墜には男の作業ズボン

やシャツが下げてある。食事はこのイロリの近くで行うのであるが（炊飯、料理、食事法等について

は省略人気のおけない親類などの宿泊にはここが使われることもある。次に隣の寝室であるが、こ

こには家族以外いかなる表も立ち入ることはできない。それはフライハシーの侵害からだけではなく、

突は郎匿の入口近くの壁にピー（組釜）の神棚が設けてあるからである。寝室の広さは 6侵山I4侵

で子供が小さいうちは寝室のなかに仕切りは作らないが、大きい子治：居る家では、夫婦の部屋と息子

・娘遠の郎屋を作り、それぞれ郎監の入口にはカーテンが下け’られている。

母屋の付属建物は米倉で、骨組みは母屋と同様木材であるが、あとはほとんど竹が使われていて、

床が高く高倉造りになっている。米の出し入れはハシゴを使って行う。ところで米倉は 25戸の家が

全郎持っているわけではなく 、I7声しかない。後りの8声の家では、米の絡納は母屋の台所の一隅

に大きな（日本のマユかごを思わせる）竹穏を置いてそれを米倉の代用にしている。勿論8芦の家と

いうのは米の収量が少ない（貧しい家）家である。

次tこノ〈 ン・ ホエドクにおける結婚 ・家族 ・親族等の問題に触れよう。両親が息子の嫁をさがしてや

るという古い習慣は、おおよそ 20年前頃から減って、現在では40代以下の世代では全部恋愛結婚

である。恋愛結婚の実態を主主字で説明すると、パン ・ホエドク 21声 （未亡人世帯4戸を除く）に

2 5組の夫婦がし、るが、そのうち2I組（ 8 4 % ）は恋愛結婚である。しかし結婚式までの手続きは

古い習俗によ っている。まず清い考同志が好きになり、双方の両親が同意すると男の両親は仲人に嫁

もらいの世話も績む。仲人は必ずしも一組の失婦でなくともよく 、人前でよく話ができる人がし、L、と

される。 仲人が 1回目に嫁の家に行くときは酒（米製の焼酎） I本を持参する。 1回目は単なる打診

である。 2回目の訪問には紙に包んだキン？を 1対（ 2包）と酒 1本。このとき承諾の意志が表明さ

れる。 3回目は日本流に言えば結納とも言うべきもので、仲人のほかに村長、村の長老そして花期の
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5人の者がうち続！って瀦2本、 ドブロク 2本、 l羽、シン（スカ ート風の女の下衣） 、純銀製の首

輪と腕輪を持って行き、この自に結婚式の日取りが話し合われる。結婚式の当日、：／E桁はブライド ・

プライスとして酒4本、 ドプロク 4本、米 l-Jiロン（ 18.l）、j欧1鎖、自家製の笠（し ょう。竹製

の楽器） 1本を花嫁の家に贈る。結婚式そのものはいたって簡単で村の長老が祝詞を述べるだけ。式

後村中の岩が集り、年に数回（結婚式が3-4回、霊長式が 2-3回それに年1回の正月祭り）しかロ

に入らない豚の肉を総腹食うのである。新婚夫婦は普通花嫁の家で 3年問客すことになっている。 i動

き手を貰う代りに花鰯の方も 3年間一生懸命働いてお返ししなければレけないわけである。この習俗

は、 婚樹首~JJ!tにおける表方居住制 （ルfa t ri lo cal Residence）の筏存現象としては叙解できるよ

うに思えた。一夫多婆制は、これまた 20年前頃から獲を消し、現在 1件もなし、。結婚の適令は女子

は 18才、男子は 20才が設も多いが以前は2才位早かったとL、う。通婚閣は、かつては 10 0 %自

村内に限られていたが、青年が寧隊（この村ではパテ ト・ ラオの場合が多かった）に入ることによる

村外女性との恋愛結婚によって通婚閣も今日では一層拡大されるに至 った。イ ン担ビュ ー資料によれ

ば 25組中、自村内 l6件、他村9件で、その範囲は 「歩いて 1日のところ」（ 1 5Km- 2 OKm ）と

いうのが一番多かった。夫婦の財産は失の符命中は彼の機限に属するが、死後は子供が成人するまで

は婆のものになる。
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家族構成は未亡人世俗を除く 21声の平均が5.9人で、子供の数は必ずしも多くない。 年令階層別

にみると（表参照）、成年（ 2 1才以上）において明らかに性別による有意差を認めることができる。

即ち、①女性人口（ 3 9人）が男性人口 （2 8人）にくらべ著しく多い。 R 40才以上では女性人口

( 1 5人）は男性人口（ 6人）の突に2倍半である。＠最年長老は女性70才、男性 56才である。

疾病、平均寿命等に闘する調査はI時間不足のためできなかったが、11才日20才の階層の洛ち込み

が著しい。あるいは内戦による食糧a灘、医療等の問題にかかわるのではなかろうか。
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あ とがき

以上のレポートは、 f医者が 19 7 4年 11月8臼夕刻から 11月16日夕刻までの8日聞に実施した

カ一族の小林パン ・ホエドクの文化人類学的調査の一郎である。この期間中、サイヤブリの答察箸長の

出頭命令を受けて l泊2日を失っているから、正味は 6日間の短期調査である。しかも毎日、村外に駐

屯しているパテト ・ラオがパトローノレし、われわれの調査（とくにインタビュー調査）を鋭い目付きで

ジ－ －；，と監視しているという具合である。われわれと言ったのは、筆者の長男史彦（当時、同志社大学

文学都文化史学科一回生）と青年通訳フ ーパンセン（ラオス人）が手伝ってくれたからである。商人に

対し，心から感謝したし、。なお紙巾の都合で、主と して調査データのうち人と家に関するものしか述べ得

なかったが、ほかにも、 1日の生活、教育、政治、経済、 宗教、言語、歌穏等の項目が後っていること

を付け加えておく。（ 1976.7.11記）
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調査周辺地図

東南アジア大陸錦地図
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